
こやぶ医院
い い ん

は、なんでも科
か

 
柏葉幸子／作 山西ゲンイチ／絵 佼成出版社 

おなかがいたいふりをして、学校を休んださや

は、びょういんにつれていかれます。そこには、

さやとおなじようにうそをついて休んだきつねの

男の子もいました。 

ふたりのうそは、こやぶ先生にばれてしまいま

す。そのせいで、おそろしい赤おにのかんびょう

をすることになってしまいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2013 年 7 月～12 月にとしょかんに入った本の中から、 

とくにおすすめの本をしょうかいします。 
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にひきのいたずらこやぎ 

松居スーザン／作 出久根育／絵 佼成出版社 

ヤギのハイジとペーターは、いたずらが大すき。

ある日、2ひきはかいぬしのおばあさんのところをに

げだし、町で大さわぎをします。 

山であそんでいるうちに夜になり、おなかもすい

てきました。そろそろかえりたいのですが、みちに

まよってしまいます。 

せかいでいちばん大きなおいも 

二宮由紀子／作 村田エミコ／絵 佼成出版社 

ヤマモトさんとおくさんは、はたけでとても大き

なおいもをほり出しました。あんまり大きいので、

ふたりはひとばんかざっておきました。 

 次の日、たべようとすると、とつぜんおいもがし

ゃべりだします。「せかいでいちばん大きなおれさま

に、ふさわしいたべかたをしろ」と言うのです。 

ふたつのゆびきりげんまん 

そうまこうへい／作 マスリラ／絵 小峰書店 

ひろとは、大すきなお父さんとおばけやしきに

いくやくそくをしました。ともだちのとおるにも、

ほうこくするやくそくをします。 

けれども、お父さんはとつぜんしごとにいくこ

とになりました。ひろとはとおるに「いってきた」

とうそをついてしまいます。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



おばけのクリリン 

こさかまさみ／作 さとうあや／絵 福音館書店 

ようちえんには、クリリンというおばけがすんでい

ます。クリリンは子どもたちが大すきですが、おばけ

なので、いつもはかくれています。 

ある日、すずめ組のももこ先生がおやすみしました。

えんちょう先生はとってもいそがしそう。そこで、ク

リリンはももこ先生にばけて、てつだうことにします。 

しょうぶだ しょうぶ！―先生v s
ブイエス

ぼく― 

野村一秋／作 ささきみお／絵 文研出版 

イサムのクラスのガミヤマ先生は、どなってばか

り。とうとうイサムは、先生とケンカしてしまいま

す。ほかの先生がかけつけますが、ふたりはなかな

おりできません。「こうなったら、けっとうだ」しょ

うぶのじかんは、おひるやすみです。 

魔女
ま じ ょ

がまちにやってきた 

村上勉／作 偕成社 

魔女はことしで 371 さい。としをとったので、さ

むい山からあたたかい町へひっこすことにしました。 

ひっこしのにもつをたくさんもって、長い間とんだ

ホウキはくたくたです。町にやってきた魔女は、ホウ

キのかわりにじてんしゃにのることをおもいつきま

した。 

 
 
 
 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 



パン屋
や

のこびととハリネズミ ふしぎな１１のおとぎ話
ばなし

 

アニー・M・G・シュミット／作 西村由美／訳 徳間書店 

パン生地
き じ

こびとは、ゴキブリをたいじしたり、パン

くずをたべてきれいにしてくれるとてもいいこびと

です。でも、いつもふきげんなパン屋のトリップさん

は、パン生地こびとをどなりつけてしまいます。おこ

ったこびとは、トリップさんのパン生地をみんなハリ

ネズミにかえてしまいました。 

くつかくしたの、だあれ？ 

山本悦子／作 大島妙子／絵 童心社 

ユキとかなちゃんは、ほいくえんからのなかよし

です。でも、小学校になってから、かなちゃんはあ

たらしいともだちと外であそんでばかりです。 

そんなある日、かなちゃんのくつがなくなってし

まいました。ふたりでさがしていると、ふしぎなお

ばあさんに「うせもののへや」へあんないされます。 

なぞかけときじろう 

もとしたいづみ／作 国松エリカ／絵 岩崎書店 

ときはえどじだい。「なぞかけときじろう」という、

なぞなぞのとくいなわかものがおりました。 

ある日、ときじろうのうわさをきいたとうぞく団
だ ん

に、ときじろうのいもうとがさらわれてしまいます。

いもうとをとりかえすには、たからもののありかを

しめすなぞなぞをとかなければいけません。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 執筆：崎川（本館） 】 


